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昨年のスポ少野球教室

信玄堤絵図（県立博物館蔵）

　
ジ
ャ
ズ
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
曲

を
演
奏
し
ま
す
。
小
学
生
金
管
バ
ン
ド
も
出

演
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
日
時
　
12
月
６
日（
土
）午
後
７
時

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館

■
出
演

　
八
代
町
文
化
協
会
軽
音
楽
部

　
八
代
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
八
代
総
合
会
館

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）４
０
１
１

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
選
手

が
、
自
主
ト
レ
の
た
め
笛
吹
市
に
や
っ
て
き

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
練
習
見
学
は
参
加
自
由
で
、
参
加
者
に
は

特
典
が
あ
り
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
日
程�

　

○
練
習
見
学

平
成
21
年
１
月
７
日（
水
）〜
14
日（
水
）

（
８
日
間
）

午
前
８
時
30
分
〜
10
時（
予
定
）

春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
ほ
か

※
天
候
に
よ
り
場
所
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
ス
ポ
少
野
球
教
室（
見
学
の
み
）

平
成
21
年
１
月
10
日（
土
）

○
歓
迎
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
21
年
１
月
12
日（
月
）

○
選
手
歓
迎
会

平
成
21
年
１
月
12
日（
月
）午
後
６
時

■
参
加
予
定
選
手

金
子
　
誠
選
手

稲
田
直
人
選
手

金
森
敬
之
選
手

関
根
裕
之
選
手

ほ
か

■
各
イ
ベ
ン
ト

　
参
加
申
込
締
切

　
12
月
26
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
観
光
連
盟
春
日
居
町
観
光
協
会

事
務
局（
市
春
日
居
支
所
　
地
域
課
内
）

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）３
１
１
１

　
甲
府
盆
地
の
村
々
を
、
荒
れ
狂
う
大
河
の

洪
水
か
ら
守
っ
た
信
玄
堤
。

　
戦
国
の
昔
か
ら
幾
度
も
の
工
事
が
積
み
重

ね
ら
れ
、
そ
の
技
術
は
、
甲
斐
国
を
越
え
て

周
囲
の
地
域
の
川
か
ら
川
へ
と
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
本
展
で
は
、
水
害
に
度
々
襲
わ
れ
た
山
梨

の
自
然
の
中
で
、
生
活
を
守
る
た
め
の
治
水

の
技
術
や
信
仰
、
地
域
の
き
ず
な
が
育
ま
れ
、

受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
様
子
を
、
信
玄
堤
を

描
い
た
絵
図
や
武
田
家
の
古
文
書
、
御
幸
祭

（
お
み
ゆ
き
ま
つ
り
）の
絵
図
な
ど
、
貴
重
な

実
物
資
料
を
と
お
し
て
紹
介
し
ま
す
。

■
期
間

12
月
17
日（
水
）〜
平
成
21
年
１
月
19
日（
月
）

○
休
館
日

12
月
26
日
（
金
）
〜
31
日
（
水
）
、
平
成
21
年

１
月
１
日（
木
）・
13
日（
火
）

■
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

○
か
い
じ
あ
む
講
座「
信
玄
堤
と
甲
斐
の
人
々
」

　
平
成
21
年
１
月
11
日（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
県
立
博
物
館
生
涯
学
習
室

○
収
蔵
品
ゆ
か
り
の
地
ツ
ア
ー

　
信
玄
堤
ゆ

か
り
の
地
を

巡
り
ま
す
。

平
成
21
年
１

月
11
日（
日
）

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
4

時
※
午
前
中
は
か

い
じ
あ
む
講

座
に
参
加
し

ま
す
。

※
事
前
申
込
、
参

加
費
が
必
要

で
す
。

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク

平
成
21
年
１

月
２
日
（
金
）・
３
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

〜１
月
10
日（
土
）午
後
3
時
10
分
〜

１
月
11
日（
日
）午
前
11
時
30
分
〜

■
問
合
せ
　
山
梨
県
立
博
物
館

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
１

姥塚古墳（南照院）

　
古
代
甲
斐
国
の
政
治
的
、
宗
教
的
中
心
は
、

武
田
信
虎
が
館
を
甲
府
の
躑
躅
ヶ
崎
（
つ

つ
じ
が
さ
き
）
に
移
す
ま
で
笛
吹
市
に
あ
り
、

市
内
に
は
他
市
に
類
を
見
な
い
よ
う
な
数

の
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
の
多
く
は
集
落
跡
や
水
田
跡
な
ど

庶
民
の
生
活
と
直
結
し
た
も
の
で
す
が
、

中
に
は
地
域
を
支
配
し
て
い
た
豪
族
の
墓
（
古

墳
な
ど
）
や
、
古
代
政
庁
跡
（
国
府
や
国
衙
、

郡
衙
な
ど
）
、
仏
教
関
連
遺
跡
（
寺
本
古
代

寺
院
、
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
な
ど
）
が
あ
り
、

特
に
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
中
心
施
設
で

あ
っ
た
こ
と
の
重
要
性
か
ら
、
「
史
跡
」
に

指
定
さ
れ
、
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
市
内
に
あ

る
史
跡
の
中
か
ら
、
県
の
指
定
史
跡
に
な

っ
て
い
る
御
坂
町
井
之
上
の
「
姥
塚
（
う

ば
づ
か
）
古
墳
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
姥
塚
古
墳
は
、
横
穴
式
石
室
と
呼
ば
れ

る
死
者
を
葬
る
部
屋
を
持
つ
直
径
約
50
メ

ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
ち
ょ
う
ど
お
わ
ん
を

伏
せ
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

　
死
者
を
葬
る
石
室
の
長
さ
は
17
メ
ー
ト

ル
以
上
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
は
横
穴
式
の

古
墳
と
し
て
は
東
日
本
で
一
番
、
全
国
で

も
10
本
の
指
に
入
る
程
で
す
。

　
こ
の
横
穴
式
石
室
の
入
り
口
部
分
は
、

一
部
崩
れ
て
し
ま
い
、
正
確
な
長
さ
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
入
り
口
よ
り
も

数
メ
ー
ト
ル
長
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
古
墳
の
周
り
は
幅
約
10
メ
ー
ト

ル
の
溝
で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
は
南

照
院
と
い
う
寺
院
の
境
内
に
あ
り
、
そ
の

本
堂
を
建
て
替
え
る
際
に
発
掘
調
査

を
行
い
、
そ
の
溝
の
一
部
を
確
認
、

調
査
し
ま
し
た
が
、
深
さ
は
現
地
表

か
ら
約
２
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
溝
の
土
を
利
用
し
て
、
巨
大
な

古
墳
を
造
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
甲
府
盆
地
の
東
側
に
、
な

ぜ
東
日
本
で
一
番
の
、
全
国
で
10
本

の
指
に
入
る
よ
う
な
極
め
て
大
き
な

古
墳
が
造
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
当
時
を
知
る
人
が
い
な
い
の
で
は

っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
旧
中
道
町
や
笛
吹
市
八
代
町
一

帯
に
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ

る
な
ど
、
古
く
か
ら
強
大
な
力
を
持

っ
た
勢
力
が
甲
府
盆
地
東
側
に
い
た

こ
と
は
確
か
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

地
域
の
豊
か
な
生
産
力
と
中
道
往
還

（
な
か
み
ち
お
う
か
ん
）
、
若
彦
路
、

御
坂
路
と
い
っ
た
古
道
が
も
た
ら
し
た
先

進
地
の
技
術
や
文
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
っ
と
も
、
古
道
が
も
た
ら
し
た
の
は
、

文
化
だ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
強
大
な
軍

事
力
を
持
っ
た
中
央
の
勢
力
を
呼
び
寄
せ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
古
代
甲
斐
の
土
着

の
文
化
は
、
い
つ
の
時
代
か
中
央
勢
力
に

飲
み
込
ま
れ
、
そ
の
勢
力
が
も
た
ら
し
た

都
の
最
新
技
術
と
思
想
、
文
化
に
よ
り
統

制
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
姥
塚
古
墳
の

被
葬
者
も
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
激
変
後
、

こ
の
地
を
任
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
文
化
の
流
れ
が
、
や
が

て
国
分
寺
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
仏
教
文
化
、

春
日
居
町
国
府
や
御
坂
町
国
衙
を
中
心
と

し
た
政
治
の
流
れ
を
生
ん
で
い
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
史
跡
「
姥
塚
古
墳
」
は
、
笛
吹
市
の
歴

史
的
、
文
化
的
財
産
で
あ
り
、
山
梨
県
の

財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
笛
吹
市
に
あ
る
多

く
の
「
史
跡
」
も
、
姥
塚
古
墳
と
同
様
に
、

甲
府
盆
地
の
歴
史
や
文
化
を
解
明
す
る
上

で
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も
こ
れ
ら

の
史
跡
の
保
護
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。


